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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】敷地境界に近接して地下貯水槽を構築すること

ができ、貯水容量の大きい地下貯水槽をより短い工期か

つ低コストで構築することのできる地下貯水槽およびそ

の構築方法を提供する。

【解決手段】この地下貯水槽は、地中に垂直に打設され

た複数のH型PC杭を所定の貯水空間部を形成するように

水平方向に連接して一体化された側壁部と、貯水空間部

内に立設された１以上の中間柱と、１以上の中間柱上に

架設された頂版と、貯水空間部の底部を形成するように

設けられた現場打コンクリート構造の底版とを有する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 地 盤 に 垂 直 に 打 設 さ れ た 複 数 の H型 PC杭 を 所 定 の 貯 水 空 間 部 を 形 成 す る よ う に 水 平 方 向

に 連 接 し て 一 体 化 さ れ た 側 壁 部 と 、

　 前 記 貯 水 空 間 部 内 に 立 設 さ れ た １ 以 上 の 中 間 柱 と 、

　 前 記 １ 以 上 の 中 間 柱 上 に 架 設 さ れ た 頂 版 と

　 前 記 貯 水 空 間 部 の 底 部 を 形 成 す る よ う に 設 け ら れ た 現 場 打 コ ン ク リ ー ト 構 造 の 底 版 と 、

　

　 を 具 備 す る 地 下 貯 水 槽 。

【 請 求 項 ２ 】

　 地 盤 に 側 壁 部 を 構 成 す る 複 数 の H型 PC杭 を 中 掘 り 圧 入 工 法 に よ り 埋 設 し 、

　 隣 り 合 う 前 記 H型 PC杭 の 凹 部 内 に 高 圧 噴 射 撹 拌 工 法 に よ る ソ イ ル セ メ ン ト を 構 築 し て 前

記 側 壁 部 を 構 築 し 、

　 前 記 側 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 に お い て 、 地 下 貯 水 槽 を 構 築 す る 部 分 の 地 盤 を 掘 削 し

、

　 前 記 側 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 内 に 複 数 の 中 間 柱 を 構 築 し 、

　 前 記 複 数 の 中 間 柱 上 に 頂 版 を 構 築 し 、

　 前 記 複 数 の 中 間 柱 の 間 に 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て 底 版 を 構 築 す る

　 地 下 貯 水 槽 の 構 築 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 地 下 に 雨 水 等 を 貯 留 す る こ と が で き る 地 下 貯 水 槽 お よ び そ の 構 築 方 法 に 関 す

る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 地 球 温 暖 化 に 伴 う 異 常 気 象 に よ り 各 地 で 洪 水 被 害 が 多 発 し 、 災 害 に 強 い ま ち づ く

り の 構 築 の た め 、 雨 水 等 を 一 次 的 に 貯 留 す る 大 容 量 の 調 整 池 や 貯 水 槽 の 重 要 性 が 増 し て き

て い る 。 特 に 都 市 部 に お い て は 、 限 ら れ た 土 地 を 最 大 限 に 有 効 活 用 す る た め 、 地 下 に 洪 水

を 貯 留 す る 施 設 を 地 下 貯 水 槽 と し て 構 築 し 、 そ の 頂 版 上 を 公 園 、 ス ポ ー ツ 施 設 、 集 合 住 宅

な ど の 別 用 途 に 利 用 す る こ と が 一 般 的 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 地 下 貯 水 槽 は 、 側 壁 や 底 版 を 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト や プ レ キ ャ ス ト 部 材 に よ り 構 築 す る

こ と が 一 般 的 で あ る 。 プ レ キ ャ ス ト 部 材 を 利 用 し た 地 下 貯 水 槽 の 代 表 的 な 構 造 と し て 、 基

礎 コ ン ク リ ー ト 上 に 、 周 囲 を 取 り 囲 む ス タ ン ド 型 端 部 ブ ロ ッ ク と 称 す る プ レ キ ャ ス ト 部 材

、 中 間 ブ ロ ッ ク と 称 す る 頂 版 ス ラ ブ を 支 持 す る 部 材 を 並 べ 、 ス タ ン ド 型 端 部 ブ ロ ッ ク の 底

部 と 中 間 ブ ロ ッ ク の 底 部 間 を 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト で 連 結 し た も の が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 角 型 筒 状 断 面 の 複 数 の 角 型 筒 状 鋼 を 地 中 に 並 べ て 埋 設 し 、 角 型 筒 状 鋼 の 中 空 部 に

膨 張 性 コ ン ク リ ー ト を 注 入 し て 角 型 筒 状 鋼 と 一 体 化 せ し め 、 角 型 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 複 合 壁

体 パ ネ ル と し て 地 下 構 造 物 の 外 壁 に 供 す る 方 法 も 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 さ ら に 、 擁 壁 用 の 矢 板 と し て 、 H形 ま た は I形 断 面 構 造 の コ ン ク リ ー ト 矢 板 を 用 い る 方 法

も 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。

　 ま た ア ン ダ ー パ ス の 施 工 に あ た っ て 、 地 中 に プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 杭 を 埋 設 し 、

隣 接 す る プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 杭 ど う し の 間 の 空 所 に 現 場 打 ち に よ る 鉄 筋 コ ン ク リ

ー ト 構 造 に よ る 壁 を 打 設 し て 外 壁 を 構 築 す る 技 術 も 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ０ － ０ １ ４ １ ３ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ４ ８ － ０ ６ ５ ７ １ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ０ ２ ３ ５ ７ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 で 地 下 貯 水 槽 を 構 築 す る 場 合 に は 仮

設 の 土 留 め 壁 が 必 要 と な る た め 、 地 下 貯 水 槽 の 本 体 構 造 部 で あ る 側 壁 と 仮 設 土 留 め 壁 と の

間 に は 仮 設 足 場 が 必 要 と な る 。 仮 設 足 場 の 構 築 に は 2.0m程 度 の 幅 が 必 要 と な る た め 、 敷 地

境 界 に 近 接 し て 地 下 貯 水 槽 の 本 体 構 造 部 を 構 築 す る こ と が で き ず 、 こ の こ と が 地 下 貯 水 槽

の 規 模 に 制 限 を か け て し ま う 。 ま た 、 一 般 的 な 規 模 の 地 下 貯 水 槽 の 構 築 で は 掘 削 深 さ が 3m

を 超 え る こ と が 多 く 、 こ の 場 合 、 仮 設 の 土 留 め 壁 を 支 え る た め の 腹 起 し 、 切 梁 な ど の 支 保

工 の 設 置 が 必 要 と な り 、 そ の た め の 工 期 と コ ス ト が 必 要 に な る と と も に 、 仮 設 の 土 留 め 壁

を 撤 去 す る 際 に 周 辺 地 盤 や 近 接 構 造 物 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ り 、 そ の 対 策 に も コ ス ト

を 要 す る 。 ま た 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 の 側 壁 が 土 留 め を 兼 ね た 地 下 貯 水 槽 で は 、 深 さ が

増 す ほ ど 側 壁 が 外 側 よ り 受 け る 荷 重 が 大 き く な る た め 、 大 き な 厚 み を 必 要 と す る こ と と な

り 、 そ れ だ け 有 効 貯 水 容 量 が 減 少 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 以 上 の よ う な 事 情 を 鑑 み 、 本 発 明 は 、 敷 地 境 界 に 近 接 し て 地 下 貯 水 槽 を 構 築 す る こ と が

で き 、 貯 水 容 量 の 大 き い 地 下 貯 水 槽 を よ り 短 い 工 期 か つ 低 コ ス ト で 構 築 す る こ と の で き る

地 下 貯 水 槽 お よ び そ の 構 築 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に か か る 地 下 貯 水 槽 は 、 地 盤 に 垂 直 に 打 設 さ

れ た 複 数 の H型 PC杭 を 所 定 の 貯 水 空 間 部 を 形 成 す る よ う に 水 平 方 向 に 連 接 し て 一 体 化 さ れ

た 側 壁 部 と 、 前 記 貯 水 空 間 部 内 に 立 設 さ れ た １ 以 上 の 中 間 柱 と 、 前 記 １ 以 上 の 中 間 柱 上 に

架 設 さ れ た 頂 版 と 、 前 記 貯 水 空 間 部 の 底 部 を 形 成 す る よ う に 設 け ら れ た 現 場 打 コ ン ク リ ー

ト 構 造 の 底 版 と 、 を 具 備 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る 地 下 貯 水 槽 の 構 築 方 法 は 、 地 盤 に 側 壁 部 を 構 成 す る 複 数 の H型 PC杭 を 中 掘

り 圧 入 工 法 に よ り 埋 設 し 、 隣 り 合 う 前 記 H型 PC杭 の 凹 部 内 に 高 圧 噴 射 撹 拌 工 法 に よ る ソ イ

ル セ メ ン ト を 構 築 し て 、 前 記 側 壁 部 を 構 築 し 、 前 記 側 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 に お い て

、 地 下 貯 水 槽 を 構 築 す る 部 分 の 地 盤 を 掘 削 し 、 前 記 側 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 内 に 複 数

の 中 間 柱 を 構 築 し 、 前 記 複 数 の 中 間 柱 上 に 頂 版 を 構 築 し 、 前 記 複 数 の 中 間 柱 の 間 に 場 所 打

ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て 底 版 を 構 築 す る 、 と い う も の で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に 係 る 地 下 貯 水 槽 及 び そ の 構 築 方 法 に よ れ ば 、 地 盤 に 垂 直 に 打 設 さ れ た 複 数 の H

型 PC杭 を 用 い て 地 下 貯 水 槽 の 側 壁 部 が 構 成 さ れ る の で 、 側 壁 部 が そ の ま ま 仮 設 土 留 め の 機

能 を 兼 ね る 。 こ の た め 敷 地 境 界 に 近 接 し て 地 下 貯 水 槽 を 構 築 す る こ と が で き 、 よ り 広 大 な

貯 水 空 間 部 を も つ 地 下 貯 水 槽 が 得 ら れ る 。 ま た 、 腹 起 し 、 切 梁 な ど の 支 保 工 の 設 置 も 不 要

と な る の で 、 よ り 短 時 間 か つ 低 コ ス ト で 地 下 貯 水 槽 を 構 築 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 地 下 貯 水 槽 の 全 体 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 地 下 貯 水 槽 の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 側 壁 部 １ の 一 部 分 の 水 平 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 一 般 的 な 現 場 打 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 の 地 下 貯 水 槽 の 構 築 方 法 を 示 す 縦 断 面 図 で

あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】
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　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で 説 明 す

る 中 間 柱 ３ お よ び 頂 版 ４ は 、 予 め 工 場 で 製 作 さ れ る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 で あ っ

て も よ く 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 部 材 で あ っ て も よ い 。

　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 地 下 貯 水 槽 １ ０ の 全 体 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。

　 同 図 に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 地 下 貯 水 槽 １ ０ は 、 側 壁 部 １ と 、 底 版 ２ と 、 複 数 の 中

間 柱 ３ と 、 頂 版 ４ と を 備 え る 。

　 側 壁 部 １ は 、 地 盤 １ ２ に 垂 直 に 打 設 さ れ た 複 数 の H型 PC杭 １ Aで 構 成 さ れ る 。 こ れ ら 複 数

の H型 PC杭 １ Aは 、 実 際 に 貯 水 に 供 さ れ る 所 定 の 貯 水 空 間 部 ５ を 形 成 す る よ う に 互 い に 水 平

方 向 に 連 接 さ れ て 構 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 貯 水 空 間 部 ５ は 立 方 体 形 状 を な し 、

側 壁 部 １ は 貯 水 空 間 部 ５ の 四 方 の 側 面 に 各 々 対 応 す る ４ 体 の 側 壁 １ － １ 、 １ － ２ 、 １ － ３

、 １ － ４ か ら な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 複 数 の 中 間 柱 ３ は 各 々 貯 水 空 間 部 内 に 立 設 さ れ 、 貯 水 空 間 部 ５ の 上 部 を 塞 ぐ 頂 版 ４ を 支

持 す る 。 中 間 柱 ３ お よ び 頂 版 ４ は 例 え ば PC構 造 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 の 部 材 で あ る 。 側

壁 部 １ と 底 版 ２ は 互 い に 剛 結 合 さ れ 、 側 壁 部 １ と 頂 版 ４ も 互 い に 剛 結 合 さ れ て い る 。 中 間

柱 ３ は 、 一 方 向 （ X軸 方 向 ） に 対 向 す る 側 壁 １ ど う し の 間 に 所 定 の 間 隔 で 配 置 さ れ て い る

。

　 底 版 ２ は 、 符 号 ５ で 示 さ れ る 貯 水 空 間 部 の 底 部 を 形 成 す る よ う に 、 一 方 向 に 対 向 す る 側

壁 １ ど う し の 間 に 所 定 の 間 隔 で 配 置 さ れ た 中 間 柱 ３ と 中 間 柱 ３ の 間 お よ び 中 間 柱 ３ と 側 壁

１ の 間 に 現 場 打 コ ン ク リ ー ト で 設 け ら れ た 部 分 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 実 施 形 態 の 地 下 貯 水 槽 １ ０ の 構 築 手 順 を 説 明 す る 。

　 図 ２ は 本 実 施 形 態 の 地 下 貯 水 槽 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 側 壁 部 １ の 一 部 分 の 水 平

断 面 図 で あ る 。

　 ま ず 、 地 盤 １ ２ に 側 壁 部 １ を 構 成 す る 複 数 の H型 PC杭 １ Ａ を 中 掘 り 圧 入 工 法 に よ り 埋 設

す る 。 図 3に 示 す よ う に 、 各 々 の H型 PC杭 １ Ａ は H型 断 面 の 凹 部 面 ど う し が 向 き 合 う 向 き で

列 状 に 配 置 さ れ る 。 隣 り 合 う H型 PC杭 １ Ａ の 凹 部 内 に は 高 圧 噴 射 撹 拌 工 法 に よ る ソ イ ル セ

メ ン ト ８ が 構 築 さ れ 、 こ れ に よ っ て 隣 り 合 う H型 PC杭 １ Ａ 間 の 止 水 性 が 確 保 さ れ た 側 壁 部

１ が 構 築 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 次 に 、 側 壁 部 １ に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 に お い て 、 地 下 貯 水 槽 １ ０ を 構 築 す る 部 分 の 地 盤

を 掘 削 し 、 掘 削 面 上 に 複 数 の 中 間 柱 ３ を 構 築 し 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て 底 版 ２ を

構 築 す る 。 続 い て 、 各 中 間 柱 ３ 上 に 頂 版 ４ を 構 築 す る 。 以 上 に よ り 、 地 下 貯 水 槽 １ ０ が 完

成 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 な お 、 H型 PC杭 １ Ａ に は 、 例 え ば 、 フ ラ ン ジ 幅 が 1,064m m、 フ ラ ン ジ 間 の 長 さ が 540-740m

m、 フ ラ ン ジ 厚 は 96ｍ ｍ あ る い は 146ｍ ｍ 、 ウ ェ ブ 厚 は 150ｍ ｍ の も の な ど が 使 用 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 地 下 貯 水 槽 １ ０ は 、 地 盤 １ ２ に 垂 直 に 打 設 さ れ た 複 数 の H

型 PC杭 １ Ａ を 用 い て 地 下 貯 水 槽 １ ０ の 側 壁 部 １ が 構 成 さ れ る の で 、 側 壁 部 １ が そ の ま ま 仮

設 土 留 め の 機 能 を 兼 ね る 。 こ の た め 敷 地 境 界 Ｂ に 近 接 し て 地 下 貯 水 槽 １ ０ を 構 築 す る こ と

が で き 、 よ り 広 大 な 貯 水 空 間 部 を も つ 地 下 貯 水 槽 １ ０ が 得 ら れ る 。 一 方 、 図 ４ に 示 す よ う

に 、 一 般 的 な 現 場 打 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 の 地 下 貯 水 槽 １ ０ ０ の 場 合 、 土 留 め 部 材 ２ １ と

地 下 貯 水 槽 １ ０ ０ の 側 壁 部 １ １ と の 間 に 仮 設 足 場 １ ２ を 設 置 し な け れ ば な ら ず 、 そ の 分 、

貯 水 空 間 部 １ ５ の 容 量 が 縮 小 す る 。 本 実 施 形 態 の 地 下 貯 水 槽 １ ０ に よ れ ば 、 側 壁 部 １ が 仮

設 土 留 め の 機 能 を 兼 ね る の で 、 上 記 の 仮 設 足 場 １ ２ が 不 要 で あ り 、 敷 地 境 界 Ｂ に 近 接 し て

地 下 貯 水 槽 １ ０ を 構 築 す る こ と が で き る 。 ま た 、 腹 起 し 、 切 梁 な ど の 支 保 工 の 設 置 も 不 要

と な る の で 、 施 工 期 間 及 び 経 費 の 削 減 を 図 れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 加 え て 、 H型 PC杭 １ Ａ は 曲 げ 剛 性 が 高 く 、 高 い 先 端 支 持 力 を 有 す る の で 、 側 壁 部 １ の 断
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面 寸 法 を よ り 小 さ く す る こ と が で き る の で 、 貯 水 容 量 の 大 き い 地 下 貯 水 槽 １ ０ を 構 築 す る

こ と が で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 幅 :1,064m m、 高 さ :740m mの H型 PC杭 で 側 壁 部 １ の 壁 高 （

根 入 り 高 さ か ら 天 端 ま で の 高 さ ） を 8.5m、 幅 :1,064m m、 高 さ :640m mの H型 PC杭 で は 8.0m、

幅 :1,064m m、 高 さ :540m mの H型 PC杭 で は 7.0mに す る こ と で き 、 十 分 な 貯 水 容 量 の 地 下 貯 水

槽 １ ０ が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 地 下 貯 水 槽 １ ０ に よ れ ば 、 H型 PC杭 １ Ａ を 使 用 し た こ と で 、 現 場 打

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 を 採 用 し た 従 来 工 法 と 比 較 し て 側 壁 部 １ の 構 築 工 期 を 大 幅 に 低 減 で

き る と と も に 、 低 振 動 ・ 低 騒 音 な 施 工 が 可 能 で あ る こ と か ら 周 辺 環 境 に 与 え る 影 響 を 最 小

限 に 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 底 版 ２ 、 中 間 柱 ３ 、 頂 版 ４ は 高 強 度 コ ン ク リ ー ト で 構 築 し て も よ い 。 こ れ に よ り

、 耐 凍 害 性 や 中 性 化 な ど の 耐 久 性 に 優 れ た 地 下 貯 水 槽 １ ０ が 得 ら れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 １ 　 　 　 側 壁 部

　 ２ 　 　 　 底 版

　 ３ 　 　 　 中 間 柱

　 ４ 　 　 　 頂 版

　 ５ 　 　 　 貯 水 空 間 部

　 １ Ａ 　 　 H型 PC杭

　 １ ０ 　 　 地 下 貯 水 槽

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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